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科 目 名

担 当 者

事前、あるい
は並行して学
ぶべき内容

文献リスト

その他履修に
必要な学習

・子どもが何かを創り出すときの、発想・技術・プロセス・作品の関係につい
て、上記文献リストの講読や子どもと共にある実践を通して考えること。

【予備学習ガイド】

子どもとアート論

安村　清美・斉木　美紀子（オムニバス・一部共同）

・子どもの表現やアート教育について自ら関心をもち、積極的に実際の保育現場
や社会文化としてのアートに触れる機会を作ること。
・子どもが何かを創り出すときの、発想・技術・プロセス・作品の関係について
考えること。

①『芸術の意味』ハーバート・リード滝口修造訳　みすず書房　1990
②『幼児期―子どもは世界をどうつかむか』岡本夏木　岩波新書　2005
③『遊びと人間』ロジェ・カイヨワ　講談社　1990
④『遊びの発達学　基礎編』高橋、中沢、森上共編　倍風館　1996
⑤『遊びの発達学　展開編』高橋、中沢、森上共編　倍風館　1996
⑥『遊びとわらべうたー子どもの文化の見直し』　永田栄一　青木書店　1982
⑦『子どもは美をどう体験するか』K.モレンハウアー　玉川大学出版部　2001
⑧『子どもの表現を見る、育てる』　今川、宇佐美、志民編　文化書房博文社 2005
⑨『音楽する子どもをつかまえたい』　小川、今川編　ふくろう出版　2008
⑩『美学事典』竹内敏雄編　弘文堂　1966
⑪『驚くべき学びの世界』佐藤学監修、東京カレンダー株式会社、2011
⑫『子どもとアート』小学館。2013
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参考文献

岡本夏木『子どもとことば』（岩波新書1982）、麻生武『身ぶりからことばへ』（新曜社1992）

青木保『異文化理解』（岩波新書2001）、佐伯胖『共感』（ミネルヴァ書房2007)、今井むつみ
『ことばと思考』（岩波新書2010）など授業中に適宜指示する。

事前・事後
学習の内容

子どもとことばの発達をめぐる最新の理論、研究を随時紹介するので、関連する資料を熟読する
こと

履修上の注意
保育事例検討では受講生が自ら考え、積極的に発言することを望む。また「子ども」や「こと
ば」に関する関連文献を読み、学びを深めることを期待する。

テキスト
今井むつみ『ことばの発達の謎を解く』ちくまプリマ―新書,2013年、幼稚園教育要領（平成29
年告示）、保育所保育指針（平成29年告示）、幼保連携型認定こども園教育・保育要領(平成29
年告示）

評価方法
及び評価基準

小論文（レポート）７０％、児童文化財の実践　３０％

ことばでの関わりのもちにくい子どもの援助①－多文化・多言語と子ども

ことばでの関わりのもちにくい子どもの援助②－ことばとコミュニケーション（ビデオカンファレンスを通して）

事例検討：同調、リズムとことば

事例検討：共感性とことば

事例検討：創造性や思考とことば

ことばを育てる児童文化財の活用①－絵本などの文化財が育むことば

ことばを育てる児童文化財の活用②－文化財を用いたことばの育ちあい

子どものことばと視聴覚メディア

多文化共生時代を生きる子どもとことば（小論文）

授業に関する
連　絡

個別のメール及び、でんでんばんを通して連絡をする。

ことばの発達と保育（４歳期・5歳期）

授業の概要

　子どもの総合的発達におけることばの問題について、0歳から就学前までの時期の子どものこ
とばの発達過程とことばの獲得に関わる社会・文化環境について理解を深める。家庭、幼稚園、
保育所などの生活における子どものことばに関わる多様な事例を通して、子どもの生活や遊びと
大人―子ども関係、子ども同士の関係がことばの発達にどのように相互に影響するのか、関係論
的視点から検討する。また子どもを取り巻く社会・文化環境の変化、例えば乳幼児期からの視聴
覚メディアの受容、日本語を母語としない子どもの増加、言葉の関わりのもちにくい子どもの問
題など、子どもとことばを取り巻く今日的課題を捉える視点をもつことが目標である。また児童
文化財を含めた「モノ」を有効に活用し、実際の保育において子どものことばを育てる保育者と
しての実践力を探究する。

授業のねらい
・到達目標

１．子どもが多様なかかわりの中でことばを獲得していく過程について理解を深める。特に子ど
もが主体的にことばを使用することの意味を問う。
２．ことばをめぐる最新の理論に触れると同時に、具体的な事例を通して、現代社会に生きる子
どものことばの発達を捉え、支援する具体的、実践的方法を学ぶ。

授業の方法・授業計画

子どもとことばの関係性

子どもとことばをめぐる社会環境・文化環境

ことばの発達と保育（0歳期）

ことばの発達と保育（１語発話の時期）

ことばの発達と保育（２語発話の時期）

ことばの発達と保育（２歳期・３歳期）

開 講 期 １・２年次

科 目 名 子どもとことば論 多文化共生時代の子どもとことば

担 当 者 内藤　知美
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